
～ 令和7年1月20日

（対象者数） 26 （回答者数）
23

～ 令和7年1月15日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

家庭の様子や医療機関の様子など積極的に声をかけていき困

り感などを引き出せるようにする

2

事業所の活動内容を伝えるとともに児童が楽しみながらコ

ミュニケーションや社会性が学べるようにする

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域住民と接することは難しいが買い物など経験する時に

支援が必要な児童がいることを知る機会になるようにしてい

く

・地域の児童たちとの交流は毎年しているので継続してい

く。また保育園との交流を持つことで強みにしていく

2

直接的に関係を作ることは難しいが医療機関にかかっている

児童は多くいるため、職員が保護者に声をかけ医療機関での

様子や指示などを聞いていくようにする

3

○事業所名 放課後等デイサービス事業所ヴェルデドゥ

○保護者評価実施期間
令和6年12月25日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域とのつながりが少ない 住宅地に立地する保育園の中にあるため地域住民の方と接する

機会がほとんどないためだと思う

医療・保健等の関係が弱い 医ケア児は現在在籍していないため積極的な関係づくりを持た

なかったためだと思う

保護者とのつながり 児童を迎えに来ていただく時に活動の様子などを伝えている

安心した居場所の提供 ・個室やパーテーションを利用しながら安心した居場所を作っ

ている

・あそびを通し他児と関わる機会を広く持っている

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


